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ロー カ ーヤ タ派 と唯 物論
辻 本 俊 郎
1.問 題 の所 在
ローカーヤタ(Lokayata),あ るいは,チ ャール ヴァー カ(Carvaka)と呼
ばれ るこの学派 は,正 統バ ラモン学派 とその思想体系 に真っ向か ら対立す るの
みな らず,仏 教や ジ ャイナ(Jaina)教ともその思想体系 の趣 を異 にす る。そ
のため,い つ の時代において も,そ れ らの学派か ら論駁 され るべ き対象 となっ
ていた。
さて,こ の ローカーヤタ派を研究す る際に最 も痛感 され る困難 な点は,こ の
一派 の 自らの教義を体系的に記述 している独立 した論書が全 く伝わ っていない
ことであ る。 ローカーヤ タ派に属す る唯一の文 献 として 『タ ッ トヴァ ・ウパ プ
ラヴ ァ・シ ンハ』(Tattvopaplavasimha:JayarasiBhatta,C.650-700)が
あ る。それ は,そ の内容が ローカーヤ タ派の祖 ブ リハスパテ ィ(Brhaspati)
の学説 のみに従 って,他 のすべての哲学学 派の認識論 に関す る主張 を批判 して
いるのであ るが,残 念な ことにその内容は ローカーヤタ派 の思想全体を対象 と
している ものではない。
それで は,ロ ー カーヤタ派 は 『タ ッ トヴ ァ ・ウパ プラヴァ ・シンハ』 以外に
そ の思想体 系を文字 に残 さなかった のであろ うか。現在,こ の一派 の根本聖典
と考}xられ る 『ロー カーヤタ ・スー トラ』(Lokayata・sutra,あるいは,Ca-
rvaka-sutra,Barhaspatya-sutraとも言 う)と 名付け られ るべ きものが存在 し
ない ので ある。 しか し,そ のこ とは 『ローカーヤタ ・ス ー トラ』 がかつて一度
も著 されな かった とい うこ とを意味す るのでは決 してない。 とい うのは,『R
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一カーヤ タ ・スー トラ』 なる経典 の名称,あ るいは引用が イン ド哲 学学派 の諸
文献 の中 に,多 く見 られ るか らである。その例をい くつか あげ ると,
『百論』巻上では,
「如有経名婆羅呵帝」1)
とある。 ここにい う婆羅呵帝 とはBarhaspatyaの音写で ある。 また,『 ラソ
カー ヴナター ラ ・スー トラ(Lankavatara-sutra)で1よ,
Satasahasrammahamatelokayatam2)/
マハーマテ ィよ,ロ ーカーヤタは百千 〔か ら成 る句や音節〕を有 している。
とあ り,こ れ1Y対す る相 当漢訳では,
「大慧 。彼世論者乃有百千」3)(求那跋陀羅訳)
「大慧 。盧迦耶陀婆羅 門所造之論有百千偈」4)(菩提流支訳)
「大慧 。彼世 論有百千字 句」5)(実叉難陀訳)
とあ り,R一 カーヤタ派 の論書 は,百 千 とい う数字が示 してい るよ うに大部で
あ った よ うであ る。また,A.D;8世 紀以降に著 されたイ ン ド哲 学 論 書 に は
『Rカ ーヤタ ・スー トラ』 の引用 が しば しば 見受け られ る。例えば,『 タ ッ
トヴ ァ ・サ ムグラバ ・パ ンジカー』(Tattva-samgraha-panjika:Kamalasila
700-750A.D.)には,
Tathacatesam(lokayatanam)sUtram_6)/
とあ り,ま た,『 ア ドヴ ァイタ ・ブラフマ シッデ ィ』(Advaitabrahmasiddhi:
Sadananda,15c.)には,
Tathacabarhaspatyanisutrani_7)/
とある。この ように,か つて ローカーヤ タ派には 『ロー カーヤタ ・スー トラ』
と名付 け られ るべ き経典が存在 していた とい うことは明 らかである。
ローカーヤタ派 の根本経典 『ローカーヤタ ・ス ー トラ』 が,何 らかの事情 に
よって現存 しない今,ロ ーカーヤタ派 の思想理解 のためには,イ ン ド哲学学派
の論書 な どの諸文献 に伝 えられ る ローカーヤタ派 の思想を よ り多 く収集 し,か
つ,整 理 する ことが不可欠 である と考 えられ る。
ただ し,イ ン ド哲学学派 の諸文献 に見られ る ローカーヤタ派 の思 想は,そ れ
ぞれの学派が 自己の立場 に基づ いて,ロ ーカーヤタ派 の思想を批 判 し,こ れを
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論駁 しようとす るものであるか ら,ロ ーカーヤタ派 の思想に対 して曲解が含 ま
れ ているで あろ うことは十分 に予想 され うるこ とであ る。.そのため,ロ ーカー
ヤタ派 の思 想を客観 的に捉xよ うとす る場合,ロ ーカーヤタ派の思想を取 り巻
い てい る曲解 を取 り除 く必要があ る。
そ のよ うな状況 にあって,生 井衛氏は,ロ ーカーヤタ派 の思 想を取 り巻いて
い る曲解を取 り除 くため,他 学派の諸文献に引用 され た 『Rカ ーヤタ ・スー
トラ』 の断片,ま たは,ロ ーカーヤ タ派 の祖ブ リハスパテ ィに帰せ られる詩頌
な どを収集 整理 し,そ の理論体系を再構成す ることに成功 している。8}
生井氏に よると,そ の主要理論は以下 の七項 目である とする。9}
(1)正しい認識 を もた らす手段(pramana)と して妥 当 な の は,直 接知覚
(pratyak§a)のみであ る。
(ii)地水 火風 の四物質要素(bhuta)のみが真 の実在(tattva)であ り,万 物
はそ の四物質要素の仮の集合 にす ぎない。
㈲精神作 用(caitanya)は四物質要素か ら生ず る。
(iv)〈見}な い力〉(adrsta)が世界 の創造 に関与 した り,<善 悪 の行為 の余
力〉(karmasaya)として多様 な現象を秩序づけた りす るので は な い。
現象 の多様 性は本性 に基づ く自然発生的な もの(svabhavika)であ る。
(V)人間存 在(puru§a)とは身体 にほかな らず,い わ ゆるatmanと は身体の
ことで ある。
(vi)他世(paraloka)はあ りえない。
(vii)人間の 目的は快楽(kama)と 利益(artha)であ り,宗 教的義務(dha-
rma)は無益 である。











前述 した よ うに,こ れ らの思想は,『 ローカーヤタ ・スー トラ』 の断片を収
集す る ことに よ り再構成 された もので ある。 したが って,『 ロー カーヤタ ・ス
ー トラ』 の断片 よ り明 らか となった思想 は体系化 された ローカーヤ タ派のそれ
で あ るこ とは言を俟 たない。1°)しか しなが ら,当 然 ローカーヤタ派がその初期
形 態 よ り 『ローカーヤタ ・スー トラ』を編纂す るに至 るまで発展的変遷があ っ
た こ とは十分 に予想 され るこ とで ある。
では,ロ ーカーヤタ派 の思想体系は,イ ン ド哲学史上,い かなる変遷をた ど
って発展 してきた のであろ うか 。 この ことは,も とよ り,ロ ーカーヤタ派 の成
立 の問題 と関わ る ものであるが,小 論 では,こ の よ うな疑問か ら端を発 し,い
つ 頃,ロ ーカーヤタ派が 「唯物論 的傾 向を有す る一学派」 として形成されたの
で あろ うか とい う点に関 して資 料に基づ いて若干 の考察を加えたい。ω 従 って,:
『ローカーヤ タ ・ス ー トラ』成 立以前の,す なわち,体 系化 され る以前の ロー
カ ーヤタ派に関 して考察す るこ とにな る。






















2。 パ ー リ伝 に み る ロー か 一ヤ タ派
パ ー リ伝 『沙門果経』(Dighanikaya第二経,Samannaphalasutta)セこは
仏教興期時代 に活躍 した 自由思想家を代表す る,い わゆ る,六 師外道 の名 とそ
の説が紹介 されている。その六師 とは,
1,プー ラ ナ ・カッサパ(PuranaKassapa)
2,マッカ リ ・ゴーサ ーラ(MakkhaliGosala)
3,アジタ ・ケーサカムバ リン(AjitaKesakambalin)
4,パクダ ・カ ッチャーヤナ(PakudhaKaccayana)
5,サンジ ャヤ ・ベ ーラッテ ィプ ッタ(SanjayaBelatthiputta)
6,ニガン タ ・ナータブ ッタ(NiganthaNataputta)
で ある。そ の中で,ア ジタ ・ケーサ カムパ リンは唯物論者であ って,そ の主張
が ローカーヤタ派 の思想 と接近 しているため,従 来,ロ ーカーヤ タ派 の先駆者
であ るといわ れて きた。アジタの主張は次 の四点に要約で きる。
(1)布施,祭 祀,供 儀 の否定
(2)現世,他 世 の否 定
(3)善悪業 の果報 の否定
(4)人間は四大種 か ら構成
アジタの これ らの思想 は断滅論(Ucchedavada)であると,『 沙門果経』はマ
ガダ(Magadha)国王ア ジャータサ ッツ(Ajatasattu)の言葉を借 りて伝えて
いる。 しか し,な るほ ど,ア ジタの思想は ロー カーヤタ派の思想 と近 しい関係
にあ るので あるが,彼 が ローカーヤタ派 の先駆者,あ るいは ロー カーヤタ派 の
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系統 である とは,パ ー リ伝 『沙門果経』を初 め,漢 訳 『沙門果経』,異 訳 『寂
志 果経』,ア ッタカター(Atthakathのな どの諸資料に はそ の記述を見出す こ
とはできない。
また,ア ジタだ けに限 らず,唯 物論に近 しい,あ るい は唯物論に基づ くと考
え られる見解 を抱 いていた思想家は他 の五師の中にも見 出せ る。すなわち,パ
クダ ・カ ッチ ャーヤナ,プ ーラナ ・カ ジサパ,ラ ッカ ウ ・ゴーサ ーラである。
お よそ彼 らは,「 善悪業 の異熟果 はなし」 とい う見解を有 し,中 でもパ クダ ・
カ ッチ ャーヤナは純粋 な唯物論者 ではないが,七 要素説(地 ・水 ・火 ・風 ・苦
・楽 ・霊魂)を 説 き,唯 物論 的思想を主張 していた ことは否定すべ くもない。
しか しなが ら,彼 らもまた ローカ㌣ヤタ派の系統を くむ ものである とは,パ
ー リ伝 『沙門果経』を初め,漢 訳 『沙門果経』,、異訳 『寂志果経』,ア ッタカタ
ーな どの諸資料にはその記述を見出す ことはで きない。
一方,ア ジタの ような断滅論者がいた こと准 ジャイナ教の文献である 『イシ
ノミーシャーイム』(lsibhasiyaim)の中のウ ッカラ(Ukkala)章は伝 えている。














足の裏 よ り上,髪 の毛や頭 より下,こ の 自身 に関す る皮膚 の終わ りまで,、
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霊魂 であ る。 この霊魂 は生命であ る。例 えば,種 子が焼かれ る時,再 び,
芽 の生 起はない。同様 に,身 体 が焼 かれる時,再 び身体が生ず ることはな
い。そ れ故,こ れ こそが生命であ り,他 世 な く,善 悪業の特殊 な果報 は存
、在 しない。
.とある。 この説 は次 の三項 目に要約 され よう。
(1)身体 は霊魂 に他 な らない とい うこと。
(2)他世 の否定。
(3)善悪業 の異熟果の否定。
ここで,わ れわれは,こ の一切断 見説が アジタの説 と近 しい関係を もつ とい う
ことを窺い知 る ことがで きるが,こ こで もまた,ロ ー カーヤタ派 との確実な関
わ りを見出す ことはで きない。
次に,ニ カーヤの中に見 られ る 「ローカーヤタ(lokayata)」とい う文 字に
検討を加}た い。その内容はお よそ四種に分 け ることがで きる。
(1)種々な る低俗な術(tiracchana-katha)として列挙 されてい る論議の中
に(lokakkhayika」(世間論)が 数}ら れ てい る。・4)
(2)「lokayata-mahapurisa・lakkhanesuanavayo」(世間論及 び大 人相 に関
して通達 した こと)を バ ラモ ン(Brahmans)の資格の一 つに挙 げ られ て
い る。15)
ここでは 厂lokayata」とい う文字が見 られ るが,唯 物論 との関連 を見出す こと
はで きない。 また,そ れのみな らず,学 派 としての ローカーヤタ派が成 立 して
いた ことを証 明す るものではない。 これに対 して,次 にあげ る(3),(4)は注 目す














実に,一 辺 に座 った ローカーヤタ派 のバ ラモ ソは世尊 に次の よ うに言 った。
「友,ゴ ータマよ,実 に一切 は存在す るのか」
「バ ラモソ よ,実 に一切は存在する とい うのは これは第一の ローカーヤタ
であ る」
「友,ゴ ータマ よ,実 に一切は存在 しないのか」
「バ ラモ ンよ,実 に一切 は存在 しない とい うのは これは第二の ローカーヤ
タで ある」
「友,ゴ ータマ よ,実 に一切 は一であ るのか」
「バ ラモンよ,実 に一切 は一 である とい うのは これ は第三 の ローカーヤタ
であ る」
「友,ゴ ータマ よ,実 に一切 は異であるのか」
「バ ラモ ソよ,実 た一切は異である とい うのは これは第四の ローカーヤタ
であ る」
とある。 この経典には 「ローカーヤタ派のバ ラモソ」 とあ るか ら,す でに ロー
カーヤタは一派 を形成 していた と考}ら れる。しか し,こ の経典か らはその内
容 に関 しては知 りえない。そ のため,こ こで もローカーヤタと唯物論 と.の関わ
りを 見出す ことはで きない。
(4)AN.IX.厂ブラーフマナ ー(Brahmana)」経(相 当漢訳欠)。










友,ゴ ータマ よ,プ ーラナ ・カ ッサパは一切智者(sabbannu)であ り,
一切 見者(sabbassavi)であ り,一 切智見(aparisesananadassana)を有
す る と自認す る。彼 は次 のよ うに言 う。
「私 は無辺智 に よって有限な る世 間を知 見 して,時 をす ごす」
友,ゴ ータマ よ,か の ニガンタ ・ナータブ ッタも一切智者 であ り,一 切 見
者で あ り,一 切智 見を有す ると自認す る。彼は次 のよ うに言 う。
「私は有辺智 に よって有限なる世 間を知 見して,時 をす ごす」
とあ る。 この経典 に よってもローカーヤタ派 のバ ラモ ソが どの よ うな思想を抱
いていた のかは見出す ことはで きない。ただ,そ の内容か ら見て,彼 らが ロー
カ(loka,世 間,世 界)に 対 して関心を抱いていた ことだけは肯定 されて よ
い。 しか し,こ こに至 って もローカーヤタと唯物 論 との接点を見 出す ことはで
きない。




世 間論 とい うのは,「この世 間は何人に よって創造 された のか」 〔と問われ
る と〕 「まさに,そ の よ うな人 によって創造 された」 〔と答 える。それ は〕,
「烏 は白い。何 となれば,彼 らの骨 は白いか ら。鶴は赤 い。何 となれば,
彼 らの血 は赤 いか ら」 とい うよ うな世間 の説に従 う詭弁論 の説 である。
(2)Lokayatamvuccativitanda-vada-sattham/19)
ローカーヤタ とは詭弁論 の教 えを言 う。
(3)Lokayatikoti,vitanda-satthelokayatekataparicayo/zo)
ローカーヤテ ィカ(ロ ーカーヤタ派)と は世間の領域 の詭弁 とい うr'に
関 して巧 みなる者 とい う意味で ある。
(4)Lokayatikatilokayatapathaka/21)




とあ り,『ア ッタカター(註釈文献)』においても,ローカーヤタ派は唯物論老で あ
るとい う記述を見 出す ことはで きない。む しろ,ニ カーヤにおいてはすでに雲
井 昭善氏に よって明 らかに された よ うに詭弁論に関わ りがあ るようで ある。22》
3.ロ ー カー ヤ タ と唯 物 論
さて,次 に紀元前後 か ら六世紀にかけて成立 した資料に基づいて検討 してみ
た いQ
『マハ ー/ミー ラタ』(Mahabharata)の中に 「Carvaka」,「Lokayatika」と







しか し,こ れ らの中にあ っては 「Carvaka」,「Lokayatika」とい う名 のみ
が挙げ られ てお り,唯 物論 との関わ りを見出す ことはで きない。23》また,そ の
反 対に 『マハーバ ーラタ』 の中に唯物論に基づ くと考}ら れ る思想 も見 られ る
が,・ローカーヤタ との関わ りを見出す ことはできない。一例を あげ ると,
Avinaso'syasattvasyaniyatoyadibharata/
Bhittvasarirambhutanamnahimsapratipatsyate24)//12-13-6//
バ 一ーラ タよ,も し,か の生 あるものが不滅 であ り,不 変 であるな らば,生
あるものの身体 を滅 して 〔も〕,殺生 とは な り得ないだろ う。




世間は,真 理 な く,根 拠 な く,自 在神な しと言 う。
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順次 に発生 した ものではな く,愛 欲 に起因す るものに他 な らない。
とあ り,唯 物論に立つ者の主張 が見 られ る。 しか し,「ローカーヤタ」,あ るい
は 「チ ャール ヴァーカ」 とい う語 は見当た らない。そのため,こ こで もローカ
ーヤタ と唯物論 との接点を確認す ることはで きない。
この中にあ って次に取 り上げ る 『ランカー ヴァターラ ・ス ー トラ』(Lanka-
.vatara=sutra:A.D.400年)に伝承 されている ローカーヤタ派 は注 目され る
資料 の一 つであ る。26》従来,こ の経に伝承 された ローカーヤタ派 は詭弁論者 で
ある と言われて きた。 しか し,そ の内容を仔細 に検討す ると詭弁 論のみな らず,『




kな る言辞 や弁才 を有す るロー カーヤタの徒 は,仕 え られ るべ きで はな
く,供 養 されるべ きではな く,尊 敬 され るべ きではない。そ して,そ れに
仕}る 者には世 間的な欲望の獲得があって も,法 の獲得 はない と。
と ある。 ローカーヤタの徒に仕}る ものには世 間的 な欲望の獲得 がある とい う'
こ とは,詭 弁論 として よりも,む しろ,唯 物論 に関わ りがある と考 え られ るの
で は ない か。 ・
また,次 の ような記述 も見 られ る。 、 ・ノ
Sarirabuddhivisayopalabdhimatramhimahamatelokayatikair
desyatevicitraihpadavyanjanaih28)/
実に,マ ハ ーマテ ィよ,ロ ーカーヤタの徒 は種kな る句や音節に よって身
体に基づ く認識に よる対象 の把握のみを説 く。
とあ る。 また,そ の相当漢訳(菩 提流支訳)で は,
「盧迦耶陀婆羅門所説 之法 。但見現前身智境界」29)
とあ り,菩 提流支は,「 現前」 とい う語 を補 って訳 してい る。 この ことか ら,
この一文 は知覚のみを認 めるローカーヤ タ派 の思想を意味 してい るのではない
:だろ うか。
さらに,他 世(paraloka)の存 在 を め ぐって龍王 クリシュナパ クシ ィカ
ー11'一
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(Krsnapaksika)が世尊 と議論 した とす る記述が 『ランカー ヴァターラ ・入






実に,そ の時,龍 王 ク リシ ュナパ クシィカは,バ ラモソの姿を して世尊 に
近づ き,次 の よ うに言 った。
「ところで,ガ ウタマ よ,他 世 とい うものは存在 しない」
「それな らば,青 年 よ,あ なたは どこか ら来 たのか」
「ガウタマ よ,私 は白い島か らここにや って来 た」
「バ ラモンよ,そ れ こそが他世 である」
そ こで,青 年 は弁 才な く,負 か され,隠 れ去 った。
とある。 ここでは,龍 王 ク リジ ュナパ クシィカは他世 の存 在を否定 したのであ
るが,こ の他世否定 とい う思想は,詭 弁論 としてではな く,唯 物論に基づ くも
のである。
また,『 ランカーヴ ァターラ ・スー トラ』には ローカーヤタ派 に関す る一連
の解説 の箇所以外に も唯物論者 としての ロ.一カーヤタ派の思想が見出せ る。無
常性(Anityata)品に 「無常」 に関 して八種 の外教(tirthakara)の説が 見 ら・






そめ中で,形 の無常 とい うのは,す なわ ち,お よそ色その ものが無常で あ
るその ものには形 の無常性があ るのであって,〔四〕大種に 〔無常性が ある







は無常であ り,「瓶」などとい う言葉は四大種から成る集合体に与}ら れる仮
の名称にす ぎないとする唯物論思想である。





という唯物論の思想が見出せる。ここで初めて 「ローカーヤタ」 と 「唯物論」
との接点を確認できるのである。




































おける唯物論の伝承は,前述したように仏教資料 と して はパーリ伝 『沙門果
経』に伝承 されるアジタ ・ケーサカムバ リン説,ジ ャイナ教資料 としては 『イ
シバーシャーイム』第20章「ウッカラ」などに見られるが,そ れらの中にあっ
ては,世 間的な欲望を得るということ,知覚のみを認めるとい う思想は見出す
ことはできないか らである。ただ,唯物論 という立場か ら考えていくとアジタ
な どの唯物論者が世間的な欲望の獲得を人々に説き,正 しい認識手段 として知
覚のみを認めていたとい うことも全く理解できないわけではない。しか し,こ




記 していな い。従 って,『 ランカ ーヴァター ラ ・ズー トラ』 に至 って初めて,1
世 間的 な欲望 の獲得,正 しい認識手段 として知覚 のみを認める とい う理論を確
認す ることがで きるので ある。
さ らに,『 ラソカーヴァターラ ・スー トラ』が体系化 された ローカーヤタ派
の思想を伝xる 資料(『 サル ヴァ ・ダル シャナ ・サ ムグラバ』,『タ ッ トヴ ァ ・
サ ムグラバ』 など)に 見 られ るローカーヤタ派 の思想の幾つかを早 くか ら伝承
してい るこ とか ら,『 ランカーヴァター ラ ・スー トラ』の成立 した 頃,す なわ
ち,西 暦後400年には ロー カーヤタ派は 「唯物 論的な傾 向を有す る一派」 と し
てすでに成立 していた のではないか と考xら れ る。その意味においても 『ラソ
カーヴァター ラ ・スー トラ』に見 られる ローカーヤタ派の伝承はその思想史を
探 る上で貴重 な資料で あるといえ る。
最後 に,体 系化 された ローカーヤタ派 の理論 とここで取 り上げた資料 との対



















(iii)/ 0 / /1/
(iv)ノ i ト○ / /
(v) △ ※ 0 / /1 0









※Lankavatarasutra(p.47)にtirthakara(外教)の 説 と してrSajivastac
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chariram」(かの霊 魂 それ は身 体 〔そ の もの 〕 で あ る。)と あ り,Dehatmavada
の思 想 が 見 られ る。 しか し,こ れ が ロー カ ー ヤ タ派 の思 想 で あ る とい う明記 は な
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